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図-4 ゲーム操作の様子
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1．はじめに
本研究は、長住大通り商店街のブランド力アッ

プを目的とした産官学連携活動であり、福岡市商

店街活力アップ支援事業（連携実施型）」に指定

されている。長住は1950年（昭和25年）頃まで

水田に囲まれた集落だったが、福岡市の人口増加

によって急速に宅地化が進み、1972年に福岡市

が政令指定都市になった時に、清水四ツ角交差点

から片江1丁目交差点まで伸びる通称大池通り

（福岡県道602号線）の南側に広がる地区が南区

長住となった。長住の名称には「長く住める街」

という意味があり計画的な街づくりが進められ、

長住3丁目交差点から長住6丁目交差点まで南北

に貫く幹線道路の両側は、広い歩道と街路樹が街

の景観を形成している。長住大通り商店街（以下、

商店街）はこの道路沿いに点在し、主な利用者は

日常生活圏内の住民が主である。

長住では商店街メンバーを中心に、「ながずみ

夜市」や「長住まつり」を開催して長住の認知向

上に繋がっているが、恒常的な集客という課題を

抱えていたことから、「長住大通り商店街ブラン

ディング事業」によって、長住大通り商店街の「価

値」を訴求することで、①商店街の取組みの効果

的な展開、②地域関係団体との連携強化及び地域

内外からの来街者を増やすなど、街全体の活性化

を視野に入れた活動に取り組んでいる。

2．活動のきっかけ
福岡市とイノベーションスタジオ福岡の連携に

よる「福岡市商店街活性化パートナー発掘事業」

で、2016年度に長住大通り商店街が企画した「な

がずみ大通りカフェ」が採択された（図1）。実

施期間は2016年3月16日（水）から19日（土）で、

企画内容は長住5丁目団地1階の空き店舗とその

前の駐車場を活用して、オープンカフェと子ども

の遊び場を設置し、あわせて芸術作品を展示する

というものである。その頃、本学主催の「九産大

プロデュース2017」を天神イムズ地下2階イム

ズプラザで開催していたが、偶々通りかかった福

岡市と商店街メンバーがその展示を見て、「なが

ずみ大通りカフェ」のコンセプトに合致していた

ことから、本学に協力要請があった。双方で協議

した結果、プロデュース展の一部を貸し出すこと

になり、展示の中から協同組合福岡・大川家具工

長住大通り商店街ブランディング事業の経緯と成果
The Efforts and achievements of Branding activities of Nagazumi Avenue Shopping District

生活環境デザイン学科・写真映像メディア学科・ソーシャルデザイン学科

青木 幹太・佐藤 佳代・星野 浩司・佐藤 慈・進藤 環・井上 友子・井上 貢一・岩田 敦之
Kanta Aoki / Kayo Sato / Koshi Hoshino / Sigeru Sato / Tamaki Shindo / Tomoko Inoue / Koichi Inoue / Atuyuki Iwata

図1 ながずみ大通りカフェPRちらし
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業会（以下、工業会）と連携して制作した家具を

工業会の承諾を得た後、「ながずみ大通りカフェ」

会場に移送した（図2）。期間中、親子連れを中

心に長住在住者が会場を訪れ、住民の交流促進な

どの効果が確認され、2017年度以降の産学官連

携事業に発展した。

2016年10月18日（火）に、本学で福岡市役所の

担当者と事業の目的や取組みのイメージについて

事前の話し合いを行い、同年10月29日（土）に長

住公民館地域連携室で「長住大通り商店街ブラン

ディング事業」のキックオフミーティングが開催

された。本学から4名の教員、長住大通り商店街

会員、福岡市役所、福岡地域戦略推進協議会のメ

ンバーが参加し、福岡市が計画した事業計画に基

づいて活動内容の詳細等について意見交換を行い、

2017年から2019年までの3年間のブランディン

グ事業が始まった（図3）。

3．2017年度の活動
3.1 活動計画
2017年度の活動は、同年5月25日（木）に本学で

実施したキックオフ会議が始まりである。ここで

は産官学のメンバー全員で長住大通りの現状と課

題について意見交換を行い（図4）、ブランディン

グの方向性として「オシャレな街長住」というキー

ワードが選択された。さらに大学でそれまで取り

組んできたプロジェクト型デザイン教育の方法論

を応用して、長住大通り商店街のブランディング

に向けた7つの企画案を提示し（図5）、この中か

らワークショップ、エクスペリメント、エキシビ

ション＆セール、ビジュアライゼーション手法を

使った連携活動に決定した。同年7月31日（月）に、

本学で実施計画の詳細を協議し、9月、10月に開

催が予定されていた「ながずみ夜市」に合わせて、

以下に示した7項目の実施が決定した。

（1）＋マルシェ

九州産業大学が主催し、長住商店街、福岡市

経済観光局が協賛するながずみ夜市に合わせた

イベントである。開催場所はUR団地横遊歩道

で、活動内容は親子連れや学童、児童等を対象

にしたワークショップ、福岡県内の名産品等の

展示や販売などを行う。

（2）オープンスペース利用実験

長住大通りの空き店舗等をリノベーションし、

住民の共用空間として展示やワークショップ、

集会等の利用を想定した実験的な取り組みを行

う。

図2 ながずみ大通りカフェ会場写真

図3 長住大通り商店街ブランディング事業計画書
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（3）情報デザイン

本学主催の＋マルシェを地域住民や地域外の

市民に広く知らせる活動で、Webデザインや

長住地区の案内マップ等を制作する。

（4）ワークショップ

＋マルシェの会場で、デザイン専攻の学生を

中心に博多人形の絵付けや消しゴム印を使った

オリジナルトートバックの制作体験、映像専攻

の学生を中心に長住商店街のコマーシャルメッ

セージ（CM : Commercial Message）制作を

体験するCMワークショップを実施する。CM

ワークショップで制作した映像は、ながずみ夜

市のメイン会場で放映し、商店街のPRととも

にワークショップに参加した児童の発表の場と

する。

（5）長住写真プロジェクト

写真専攻の学生を中心に、＋マルシェ会場で

青空写真館を実施する。

（6）デジタルゲーム

子供たちが遊べるデジタルゲームを制作し、

長住大通りの空きスペースに設置する。デジタ

ルゲームには、①絵合わせパズルゲーム（長住

の航空写真や風景写真を使用）、②豆知識クイ

ズ（地域住民であれば必ず知っていることや意

外と知らないこと、地域の歴史に関することを

クイズ形式で出題）、③間違い探し（長住の映

像や写真を使用した間違い探し）の3種類があ

り、ゲーム参加者同士のコミュニケーションを

促し、交友関係を深める。

（7）長住魅力選挙

＋マルシェに参加した住民を対象に、長住の

魅力に関するアンケート調査を行い、住民が長

住をどのように捉えているのか等を調べる。

3.2 活動結果
2017年9月16日（土）、10月14日（土）に開催を

予定していたながずみ夜市は、両日とも台風の影

響で中止となり、急遽、11月11日（土）に開催さ

れることになった。

図4 長住大通りの現状と課題

図5 企画案のテーマ・手法・概要
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3.2.1 ＋マルシェ

＋マルシェとは、ながずみ夜市にマルシェとい

う新しい活動が加わるという意味である。ながず

み夜市が長住中央公園広場に飲食系の出店が並び、

音楽やお笑いイベント等で会場を盛り上げる従来

型のお祭りに対し、＋マルシェは長住中央公園か

らやや離れた遊歩道に屋外パラソルを設置し、お

しゃれな雰囲気でものを作る楽しさや写真撮影の

図6 ＋マルシェ会場配置図

図7 フォトプロップスの制作 図8 博多人形の絵付け
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／進藤 環／井上友子／井上貢一／岩田敦之
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面白さを体験するイベントである。計画にあたり

事前に現地を調査・実測し、屋外パラソルの場所

を決め、＋マルシェ用の什器デザインや夜間の照

明機材の準備等を行った（図6）。

＋マルシェでは、久留米市に本社がありパッ

ケージの抜型製造を本業とする株式会社モリサキ

主催の廃棄材料を利用したフォトプロップスの制

作（図7）、猫型の博多人形の絵付け（図8）、消

しゴム印を使ったオリジナルトートバックの制作

（図9）、青空写真館の撮影サービス（図10）、長

住魅力選挙（図11）を実施した。長住魅力選挙

の結果は図12の通りであり、人、環境、商店街、

お祭りに関して住民の多様な意見や感想等を集め

ることができた。

開催当日は午後3時から準備を始め、午後4時

に什器、照明等の設置を完了し、薄暮の時間から

ながずみ夜市終了の午後8時30分まで活動した。

＋マルシェの主催側の参加者は、本学から芸術学

部教員8名、学生33名で、株式会社モリサキから

6名の社員であった。

図11 長住魅力選挙

図9 オリジナルトートバックの制作

図10 青空写真館 図12 長住魅力選挙結果
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3.2.2 その他の活動

映像系の学生が制作したデジタルゲームは、な

がずみ夜市のメイン会場である長住中央公園

（図13）近くの空きスペースに設置して、多くの

子供たちが絵合わせパズルゲーム等を楽しんだ

（図14）。

図13 長住中央公園のながずみ夜市

図14 デジタルゲーム会場

3.3 活動の総括
2017年11月22日（水）、本学に＋マルシェお

よび関連活動の関係者が集まり、活動内容やその

成果等について意見交換を行った。その結果、夜

市＋マルシェというテーマで、遊歩道や空き空間

を利用したワークショップやデジタルゲームなど

が、オシャレな街長住の方向性や可能性に繋がる

ことを確認した。また商店街や街路での住民の往

来や交流を今以上に活発にし、オシャレな街長住

の具現化に向けた課題を明らかにするために、

2017年度の活動から得られた成果を活用して、

大学と商店街との連携の密度をさらに高めていく

必要性が指摘された。

具体的には商店街の店舗毎に大学（学生）と

チームを組み、夜市＋マルシェを店舗単位で実施

すること、計画から実施、評価段階に至る過程で、

商店街メンバーや商店主と大学メンバーとの意見

交換、商店主の意見や要望を踏まえた＋マルシェ

のブラシュアップなどを通して魅力ある長住を形

成していく機会とする。

3.4 芸術学会シンポジウム
2017年12月21日（木）、本学にて長住大通り

商店街ブランディング事業を事例研究としたシン

ポジウムが開催された（図15）。主催は芸術学部

ソーシャルデザイン学科で、主題の「アート＆デ

ザイン×地域社会」について、はじめに①長住地

域の歴史と現状、②＋マルシェ開催までの経緯、

図15 芸術学会シンポジウム
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③福岡市における地域活性化についてプレゼン

テーションがあり、その後、「高齢化・インフラ

の老朽化、立ちはだかる様々な壁」、「地域ブラン

ドの創出とPR、人が集う「場」の創出、アート＆

デザインの可能性」をキーワードにパネラーや出

席者によるディスカッションが行われ、長住大通

り商店街が取り組んでいる地域活性化を目的とし

た活動を広く公開する機会となった。

4．2018年度の活動
4.1 活動計画
2018年度の活動は、2018年5月14日（月）に開

催したキックオフ会議が始まりである。ここでは、

2016年以降の活動実績を踏まえ、次のような活

動方針を定めた。

①2016年度の空きスペースの活用から始まった

長住大通り商店街と本学芸術学部との連携活動

では、大学がそれまで蓄積した「企業連携」や

「地域連携」の成果や方法を活用し、長住大通

り商店街に相応しいワークショップなどの実践

的活動やPRツールの制作等を通して、地域内、

外の人の交流が活発になるよう協力していく。

②連携活動では大学と地域や商店街との密接な関

係を構築することが重要であり、現地取材や意

見交換、住民参加による課題解決などを行い、

大学の資源を活用して解決案の具体化を図る。

以上の活動方針をもとに、2018年度の計画を

次のように定めた。

（1）＋マルシェの継続

2017年度の＋マルシェは、UR団地横遊歩

道で開催したが、2018年度は＋マルシェを店

舗単位に分散して行う。商店主と学生がチーム

を組み、＋マルシェの内容を企画し実行するこ

とで、商店主の街づくりに対する考え方や意識

に＋の変化をもたらす。また活動終了後には報

告会を実施し、成果と課題について発表するな

ど相互交流の場を設ける。2018年度、学生と

連携する商店候補は、①焼肉くま、②お弁当と

惣菜のお店TAKUMIの2店舗である。

（2）フリースペースプロジェクト

長住中央公園付近の大通りに面した元お寿司

屋の店舗を改装して、住民が自由に活用し、展

示会やワークショップなどを運用するフリース

ペースを開設する（図16）。このプロジェクト

には、空間プロデューサー寺尾順子氏が参画し、

本学の写真・映像系の教員、学生と長住大通り

商店街が共同で空間リノベーションを行う。

2018年度は、完成したフリースペースを活用

して展示やワークショップを実施する。

（3）情報デザイン

2017年度に開設したWebサイトの本格始動

に向けて調整を行う。また＋マルシェ当日に、

会場の様子等をYouTubeで配信し、夜市＋マ

ルシェの雰囲気や活動状況をリアルタイムに発

信する。

（4）ワークショップ

①栞づくりワークショップ

本を読むときに挟むしおりを作る。土台は紙

のコースターを利用しパンチで穴を開けたも

のに、カラーワイヤー（モール）で装飾する。

②仮面ワークショップ

紙素材のネコ型の仮面にアクリル絵の具で絵

付けを行う。

図16 長住フリースペースイメージ
（寺尾順子氏・作）
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③トートバッグ

オリジナル消しゴムスタンプでコットントー

トに装飾を施す。

④デコネコワークショップ

ネコ型の博多人形にシールやビーズ等でデコ

レーションする。

（5）雑貨販売

本学のキャラクターである「くすぐるチャン」

に関連した雑貨を展示・販売する。

4.2 活動結果
4.2.1 ながずみ夜市＋マルシェの概要

2018年度の＋マルシェは、2018年9月15日

（土）、10月20日（土）の2回実施した。開催時間

はいずれも午後4時から午後8時30分で、第1回

は商店と学生のコラボ活動、博多人形絵付け、仮

面ワークショップ、トートバッグ・デコネコワー

クショップ、雑貨販売、YouTube配信、スタン

プラリー、第2回は商店と学生のコラボ活動、博

多人形絵付け、仮面ワークショップ、トートバッ

グ・デコネコワークショップ、栞づくりワーク

ショップ、YouTube配信である。フリースペー

スプロジェクトは第2回開催に合わせて店舗改装

がほぼ完了し、改装後のスペースで栞づくりワー

クショップを実施した。2018年度の主催側の第

1回＋マルシェ参加者は、本学教職員3名、学生30

名で、第2回＋マルシェは、本学教員6名、学生356

名である。

4.2.1 商店と学生のコラボ活動

2018年度は長住大通り商店街の飲食2店舗と

連携し、＋マルシェで気軽に簡単に食べられる新

しいメニューや食品を包装するパッケージ、販売

促進のためのPOPなどを企画し、実際の活動を

通してその効果を検証した。コラボ活動の内容を

時系列に報告する。

（1）企画打合わせ

2018年8月23日（木）、「やき肉くま」（図17）、

「お弁当と惣菜のお店TAKUMI（以下TAKUMI）」

（図18）の2店舗を訪問し、＋マルシェでそれ

ぞれの店舗に依頼する新メニューやそのパッ

ケージ、販促に向けたPOP等を企画書にまと

め、打合わせを行った。新メニューは、それぞ

れのお店で提供されている料理の素材を生かし、

透明プラスチック容器を使って視覚的に美味し

さが伝わるものとした。

（2）第1回＋マルシェ

2018年9月15日（土）、第1回＋マルシェを

実施した。会場はやき肉くまは店舗前歩道、

TAKUMIは店舗から少し離れた駐車場に仮設

店舗を設置した。やき肉くまでは「くまどん」

という商品名で￥400／個（図19）、TAKUMI

はとりの唐揚げをトッピングした商品名「とり

さんぽこぽこ」（図20）、豚の味噌焼きをトッ

ピングした商品名「ぶーちゃんぽこぽこ」の2種

類を¥300／個で販売した。

（3）第1回＋マルシェ反省会

2018年9月17日（月）、本学にて長住大通り

商店街、福岡市、本学教員および＋マルシェ参

図17 連携先1 やき肉くま

図18 連携先2 TAKUMI
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加学生による第1回＋マルシェの反省会を実施

した。反省会では＋マルシェに参加した学生か

ら、活動内容や課題について報告があり、商店

と学生のコラボ活動では、販売促進のPOPデ

ザインや店舗の照明などの課題と次回に向けた

改善策について報告があった。

（4）第2回＋マルシェ

第2回＋マルシェの実施にあたり、やき肉く

ま、TAKUMIの学生メンバーは、第1回＋マル

シェの反省点を踏まえて、変更内容を企画書に

まとめ商店主と協議し（図21）、2018年10月

20日（土）、第2回＋マルシェを実施した。第2回

ということもあって、会場や商品の準備は円滑

に実施された。「やき肉くま」担当学生の衣装

は、商店主の要望で店舗のイメージカラーであ

る黒のTシャツ、帆前がけで統一された（図22）。

「TAKUMI」では第1回のメニューに、学生が

提案したたまごナポリタン、TAKUMIの提案

図21 やき肉くまの打合せ風景

図19 くまどん 図22 やき肉くま店舗

図23 TAKUMI店舗図20 どりさんぽこぽこ
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による鳥の唐揚げ、フレンチドック、肉巻きお

にぎりなどを新しくメニューに加えた（図23）。

二つの商店ともに、販売数、販売金額は第1回

を大きく上回り、コラボ活動の効果を検証する

ことができた。

4.2.2 その他の活動

2回の＋マルシェでは、おしゃれな雰囲気で

ものを作る楽しさを体験するワークショップの

集客が顕著であった。特に親子連れや小中学生の

グループが多く、長住大通りの歩道に分散して

配置した屋外パラソルを回遊しながら、博多人形

絵付け（図24）、仮面ワークショップ（図25）、

トートバッグ（図26）などを体験した。会場には

YouTubeやSNSによる情報を見て来たという人

もいて、リアルタイムで情報発信する効果も検証

することができた。

フリースペースは第2回＋マルシェが初めての

お披露目で、住民の認知が広がっていないことも

あり開催時間の前半は集客もさほどでもなかった

が、学生の声かけで後半はフリースペースの栞づ

くりワークショップに人が集まっていた。フリー

スペースプロジェクトについては、本年度、立ち

上がったばかりであり、今後、地域コミュニティ

の場として多様な活用や情報発信等が期待できる。

5．まとめ
長住大通りは、街の中央を南北に通る市道長岡

皿山線を指し、車道の両側には広い街路と街路樹、

公園などがあり、散策に適した環境である。長住

大通り商店街には、現在68店舗が加盟し、大通

り沿いに点在して周辺の住民の暮らしを支えてい

る。昼間は店舗前の歩道に野菜や果物などを売る

露店も並ぶが、人通りは少なく閑散とした雰囲気

である。そのため長住大通り商店街のメンバーを

図26 トートバッグ

図24 博多人形絵付け

図25 仮面ワークショップ
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による鳥の唐揚げ、フレンチドック、肉巻きお
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中心に、大通りを歩行者天国にする夏の恒例行事

「長住まつり」や年5回開催される「ながずみ夜

市」が実施され、長住の知名度アップや集客に努

めている。

現状の課題は、このようなイベントの時には多

くの人が集まり、街が賑わうが、その雰囲気や活

気をどのように日常に持ち込み、住民や長住地区

以外からも人が集まる街に変えていくかというこ

とである。本研究では、長住の景観や地域の連帯

の強さなどを活かして、「オシャレな街長住」の

イメージを訴求する活動を実験的に実施し、その

可能性や今後の取り組みの方向性を明らかにする

ものであった。2017年度、2018年度の活動を

通して、長住大通り商店街のブランディングにつ

いて所見をまとめる。

（1）長住大通りの景観は、オシャレな街を形成

する条件を備えており、商店街メンバーが

中心になって、週末等に広い街路を活用し

た買物、飲食、屋外教室などを、負担にな

らない程度の取組みで街のイメージづくり

や集客につなげることは可能である。

（2）普段から不特定の住民が集まれる場を活用

して、展示やものづくり、作品鑑賞など長

住独自の小規模イベントを開催するなど、

フリースペースプロジェクトはそのための

事例となる。

（3）商店主と大学や地域住民が連携して、長住

の街づくりに向けた活動を継続的に実施し

ていく必要があり、そのためにも68店舗の

商店街の街づくりに向けた共通目標や共通

認識が必要である。
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